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４．結  言 
 高麗時代に製作された青銅品の金属組織、不純物および腐食挙動を明らかにした。、特に用いた試料の
全てからＳが検出され、金属組織ではCu2S粒子として観察される。これは銅精錬の中間生成物が残留し
たものと考えられる。Cu2S粒子は高麗青銅の特有のものと見られ、時代および生産地域同定の手がかり
になると共に、高麗時代の製錬または青銅製作技術の研究に大きな役割を果たすと考えられる。これら
の結果はすでに３報の論文として学会誌に掲載され、国際学会での講演を行った。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 申請論文は、韓国において金属工芸技法が成熟する高麗時代に製作れた青銅鏡２面および高麗貨幣の
海東通宝を研究試料として用い、金属組織学的視点から偏光顕微鏡、走査型電子顕微鏡や透過型電子顕
微鏡を駆使して詳細に調べた結果を保存科学的視点からまとめたものである。金属組織学的視点からの
研究により製作技法や製造に用いられた原料などを推定し、表面層の研究から腐食層の構造と色彩や先
の組織学的研究と合わせて腐食に及ぼす不純物元素の影響について詳細に調べている。 
 青銅鏡は貴族向けと庶民向けの２種類ならびに高麗王朝が鋳銭司を設置して製作した貨幣について電
  
子顕微鏡技術を駆使して金属組織学的視点から調べた。その結果、CuやPb、Cu-Sn金属間化合物などの相
とあわせてCu2S相が検出された。高分解能透過型電子顕微鏡によりこのCu2S相の周囲の微細構造を調べ
ることにより、この化合物はCuの製錬にあたり生成した中間生成物と推定できることを明らかにした。
このことは原料として硫化銅系鉱物が用いられたことを示唆するものであり、これにより当時の製錬技
術水準が推定できる。同様の視点から高麗を始め中国やわが国の青銅器の金属組織学的研究の重要性を
示している。また、青銅器はその表面を覆う緑青の腐食層の構造を電子顕微鏡的に調べ、腐食の機構を
推定した。これとあわせて、Sn濃度を変化させたCu-Sn合金を製造して加速腐食試験を行い、推定された
機構が妥当であることを明らかにしている。以上の成果は、青銅文化財の製造ならびに保存に関する材
料学的な基礎的な知見を与えるとともに、新たな研究方法をも示しており、その応用範囲も広い。また、
本研究の結果は非破壊分析結果との対比する場合の基礎となるデータであり、今後の文化財分野におけ
る美術工芸材料学的研究の基礎となる。 
 本研究により得られた成果は、高麗青銅器に限るものではなく青銅器全般にわたり、用いられた原料
や銅製錬技術水準の推定、さらには青銅器の製造技術の推定を行なうことができることを示し、保存科
学的な基礎研究と評価できる。本研究の成果は審査付きの学会投稿論文として３報がすでに公開され１
報が執筆中であること、ならびに学会講演も口頭発表８件ならびにポスター発表６件（１件は大英博物
館での国際会議、１件は招待講演を含む）を行い保存科学研究領域における課程博士の修了の内規を満
たしている。以上のことから、本申請論文は博士（文化財）の学位を授与するのに十分な内容および水
準であると判断できる。 
以上 
 
 
